
「むなかたのみんな（むーみん）」
で 

取り組んだ拠点事業 

宗像医師会 

在宅医療連携拠点事業室 

むーみんネット 久米祥代 



本日の発表 

１．宗像医師会 

     在宅医療連携拠点事業について 

 

２．課題抽出の方法 

 

３．取り組んだ事業 

 

４．今後の展望 
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１．宗像医師会在宅医療連携拠点事業室 

福岡市と北九州市の中間に位置し、北九州市、福岡市の 
ベッドタウンとして発展している。大島や地島も市域に含む。 

 

福津市人口 

  ５６.８３７人 
高齢化率２５．９％ 

宗像市人口 

 ９６.２２１人 
高齢化率２２．９％ 

宗像医師会在宅医療連携拠点事業室 
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組織内での協力体制がある（医師会・病院・訪問看
護ステーション・ケアプランサービス・老人保健施
設等） 

医療と介護をつなぐ役割 

地域に根差した先駆的な「訪問看護ステーション」 

職能団体との連携（薬剤師会・歯科医師会等） 

行政との連携（保健福祉環境事務所・地域包括支援
センター） 

福岡県在宅医療推進事業に協力 

住民への啓発がしやすい 

担当理事が「都道府県リーダー」  
 

宗像医師会としての強み 



既存研修会に参加 

  年１２回・・専門職団体・行政機関・患者会・ 

        病院等が主催の研修、 

        在宅医療推進フォーラム等 

多職種事業所への訪問やアンケート 

職能団体への聞き取り 

定例委員会での把握 

２．課題の抽出 



定例委員会の開催 
 

  医師会・歯科医師会・薬剤師会・ 

 行政（宗像市・福津市）保健所 

 訪問看護師・ケアマネジャー・ 

 学識経験者等のメンバーで構成 

     年４回 開催 

担当理事・訪問看護師・病院職員・
ケアマネジャー・老健看護師・  
医師会事務局・拠点スタッフ等 

    毎月開催 

プロジェクト委員会 拠点事業運営委員会 



地域の課題と対策 
目標 課   題  対   策 

在宅医 

の確保 

・在宅医の不足 

・熱心な医師の負担大 

・1人の患者を複数の在宅医が 
 担当し、医師の負担を軽減 

・医師間の情報共有 

専門職の 

技術の向上 

・専門職が自信を持てない 

  医療ニーズの高い療養者の支援 

・看護・介護・薬剤師等への 

  スキルアップ研修の実施 

 

 

関係機関の
連携促進 

 

・バックベッドの確保ができない 

・医療と介護の連携ができない 

・情報共有ができない 

・後方支援病院との連携促進 

・顔の見える関係づくり（医療と 

  介護を結ぶ） 

・IT・資源マップを利用した 

  情報共有 

・各職種の連携に向けた取組 

住民意識の
向上 

・住民は、在宅療養や 

 在宅看取りという選択肢を知らない 

・住民啓発 

・社会資源の情報提供 

災害対策 

支援 

・地域の災害への取り組みが見えない ・取り組みについての情報共有 



①職種別研修 

 

②多職種協働研修 

 

③住民への普及・啓発 

 

④災害時に備えた取り組み 

３．事業の取り組み 



年間計画表 



①職種別研修 



介護職   

  ８月９日 介護職対象研修 （参加者 ８１人） 
          「看護の視点を生かした高齢者ケア」 
                          座学と実技講習 
 

研修の機会が少ない 
行っているケアの 
根拠が知りたい 



介護支援専門員 

 １０月１１日 介護支援専門員対象 （参加者 ７１人） 

   「地域包括支援センターの困難事例への対応を学ぼう！」 

実は 
地域包括の実践を 
聞く機会がなかった 



医師会病院 
腎センタースタッフ  

９月２７日 介護サービス事業所対象 （参加者７７人） 

「慢性腎不全・透析に関する学習会」 

透析をしている人を 
受け入れてくれる 

介護サービス事業所が 
少ないみたい・・・ 



薬剤師 
訪問看護師 

７月１３日 薬剤師・訪問看護師対象（４５人参加） 

   「スキンケア・褥瘡ケア」 

薬剤師：在宅での褥瘡ケアの
実態がわからない 

訪問看護師：基本から難治性
褥瘡ケアまでを学びたい 



在宅医師  

１１月１４日 医師対象 （参加者２７人） 

「不在時の医師の連携について」 

学会などの不在時に 
お互いにカバーしあう 
ことができれば安心だね 



 

事前アンケートの結果・・・   

２４時間診療の医師の負担軽減策と
医師間の連携
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ターミナル患者さんの訪問診療を
受ける条件としては

0

10

20

30

系列1 9 19 12 8 3 22

在宅療養支 病院または 症状のコント 既に受け入 その他 未記入



共通ツール 

 

在宅用診療情報提供書 バックベッド受け入れ手順書  在宅医療診療報酬 

保険情報 

 担当ケアマネ  

  訪問看護 

 緊急連絡先 



iＰadを使った 
連携システムを開発中！ 

目的 

・タイムリーな 

  情報共有 
・多職種間でも  
  実施可能なもの 
 



②多職種協働研修 



 

第１回 多職種協働研修 

 １２月６日 「介護職との連携について」 （参加者８０名） 

 （独居の子宮体がん末期の在宅看取りを多職種で支える）     

        ＫＪ法を用いたグループワーク 

 



第２回多職種協働研修 

３月１２日  命の臨床を語る「噛む」  
           



資源ガイドの作成 
（アンケート調査より） 
 

 
効率的な医療提供のために・・・ 



宗像地区医療機関診療機能情報 



在宅医療への取組情報 

 

ケアマネジャー連絡・訪問可能時間 



介護事業所機能情報 



事業所マップ 



 
 

在宅支援ネットワークマニュアル 
 
 ●薬剤・医療衛生材料 

  供給システム 

 

●在宅用診療情報提供書 

 

●バックベッド・レスパイト入院 

  受け入れ手順書 

 

●災害時のマニュアル 

                                    等掲載 

 

              



③住民への普及・啓発 



 広  報 

パンフレット作成         ホームページ開設 



                          

第１回 在宅医療シンポジウム（宗像市）        

期日：平成24年9月22日（土） 

場所：メイトム宗像    

第一部 講演 13:00～15:00 

   「見た目と心の関係」 

       かづきれい子氏 

第二部 シンポジウム 

         15:10～16:30 

   「あなたの家に帰ろう」 

    座長 福岡県立大学教授 

           尾形 由起子氏 

参加者：地域住民 １３０人 

シンポジウム 

 

相談コーナー 
 



 第２回 在宅医療シンポジウム 
福津市（２月２３日） 

 

パネリスト 

打ち合わせ！ 



 
 
 

在宅ホスピスを語る会in宗像 
１月１２日（参加者：地域住民５６人） 

 

 
 在宅ホスピスを語る会 in 宗像 

在宅看取りをされた方を囲んで       ピアノ演奏・ケーキでなごやかに 



老人会の会合へ参加 
 １月～３月 ６回 

  

原町公民館にて （参加者 ３５名） 

             

 ・むーみんネットの説明 

 ・高齢者社会の到来 

 ・自分の最期は？ 

 「在宅医療という選択肢もありますよ」 

 



④災害に備えた取り組み 



 
  ④ 災害発生時に備えた 
 在宅医療体制への取り組み 

 
目的：災害対策における医療ニーズの高い方への支援や行政の 

    取り組みの現状把握 

   

    ２回シリーズ 

 報告者 

 ●在宅酸素の業者●人工呼吸器の業者●腹膜透析の業者 

 ●訪問看護ステーション●むーみんネット●宗像市・福津市 

 ●宗像遠賀保健福祉環境事務所●宗像地区消防本部 
 

   

１１月２９日（第１回 参加者 ５２人）    

１２月１３日（第２回 参加者 ４８人） 
       

医療依存度の高い方への取り組み 行政の取り組み 



目標は達成！ 
目標 課   題  対   策 

在宅医 

の確保 

・在宅医の不足 

・熱心な医師の負担大 

・1人の患者を複数の在宅医が 
 担当し、医師の負担を軽減 

・医師間の情報共有 

専門職の 

技術の向上 

・専門職が自信を持てない 

→医療ニーズの高い療養者の支援 

・看護・介護・薬剤師等へのスキル 

 アップ研修の実施 

 

 

関係機関の
連携促進 

・バックベッドの確保ができない 

・医療と介護の連携ができない 

・情報共有ができない 

・後方支援病院との連携促進 

・顔の見える関係づくり（医療と介護 

 を結ぶ） 

・IT・資源マップを利用した情報共有 

・各職種の連携に向けた取組 

住民意識の
向上 

・住民は、在宅療養や在宅看 
 取りという選択肢を知らない 

・住民啓発 

・社会資源の情報提供 

災害対策 

支援 

・地域の災害への取り組みが見えない ・取り組みについての情報共有 



①事業の継続（点を線に→線を面に） 

②在宅医のさらなるネットワークの構築 

  ・複数の在宅医 

  ・ITを利用した情報共有 

                 （タイムリーに・多職種・病院も） 

③24時間在宅医療を支えるさらなる取り組み 

④行政機関との連携（研修の一元化等地域の拠点に） 

⑤住民啓発→ボランティアの育成 

⑥災害支援の継続 

⑦地域リーダー研修の拠点（研修の事務局的役割） 

 

 

４．今後の展望 



 
 
 

ご静聴ありがとうございました 
 


